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学校と社会が連携した科学教育システムに関する一考察

ーニュージーランドにおける LEOTCプログラムを中心に一

中山玄三*

A Study on the System 

to Link Out-of -School Activities with， School Science Curriculum: 

in Case of the LEOTC Programme in New Zealand 

Genzo N AKA YAMA 

Abs仕act

The field survey was undertaken to investigate the systematic linkage between 

science and technology education in schools and out-of-school activities related 

to science and technology in New Zealand. In this article，the programmes for 
Learning Experiences Outside the Classroom (LEOTC)， which have been offered through-
out NewZealand since 1995， were mainly described. The major features of out-of-
school programmes linked with school science and technology curriculum could be 

summarized， as follows. 
(1) The LEOTC programmes are required to be relevant to national curriculum 
statements and the New Zealand Curriculum Framework， and they support the 
essential learning areas of Science and Technology in the Curriculum. 
(2) The LEOTC programmes enriches science and technology curriculum-based 

learning in ways that cannnot be achieved in a normal classroom setting. The 
programmes make the curriculum more "real" for students by emphasising 

hands-on activities in authentic settings. 
(3) Educational organizations， such as Auckland Museums，“Science Alive!" science 
centres， and Carter Observatories， offer a variety of LEOTC programmes related 
to science and techmology， under contract to the Ministry of Education. 

Key Words:' the LEOTC programmes， out-of-school activities， science education system 

はじめに

本研究は，学校と社会が連携した科学教育システ

ムを構築するために必要な知識とノウハウを，国際

的に収集し，比較・考察することを目的とした，国

際学術研究の一環として位置づけられる.本稿では，

ニュージーランドにおける rLEOTC (Learni昭

Experiences Outside The Classroom)プログラム」

を中心に，学校での科学/技術教育カリキュラムと

関連を図った社会教育施設での校外体験学習プログ

ラムの概要について報告するとともに，そのシステ

ムとしての特色を，現状を踏まえつつ，まとめてみ

たい.

-教育実践総合センター

1 LEOTCプログラムの背景

(1) LEOTCプログラムと社会教育施設

ニュージーランドでは，教育省がコントラクトを

結んだ社会教育施設によって，学校外での体験学習

プログラム，通称 rLEOTCプログラム」が提供さ

れている.LEOTCプログラムは， 1994年に教育省

がコントラクトの申請受付けを開始し， 1995年より

全国規模で実施された.1998年現在， 44の社会教育

施設が，教育省の支援のもとで，プログラムを提供

しているυ.これらの社会教育施設を，表1に示す.

なお，教育省のプロジェクト担当職員によれば，

2000年には，教育省の予算がさらに増え， LEOTC 

プログラムを提供する社会教育施設数が57施設に及

ぴ，約2，800校の学校が参加している.それらの社
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表 LEOTCプログラムを提供している社会教育施設(教育省， 1998年現在)

lEOTC providers around New ZeαId:t 

To '5Oist contacting individual provide四 faxnumbers are 

Website addresses are a1so included where an Internet site exists. 

N αtiol'1al programmes 

Int町nationalCentre for Antarctic Info皿、ationand Research (03) 358 

National 5cie.nce-Techno10gy Roadshow Trust (04) 4731841 

Wetsite:http://learnz.icair.iac:町g.nz/98

W~bsite: http://roadshow.science.org.nz 

円ucklandRegion 

Auckland Museuni (09) 306 7075 

Website: wwW.akrnused.co.nz 

Museum of Transport and Technology (MOTA 1') 

(09) 846 4242 

Website: www.akcity.govt.nz/Attractio田 /motat

Auckland Regional Council Paiks 5erviCe (09) 366.2027 

Website: www.arc.govt.nz/parks/22.h凶

Auckland Zoological Park(09l3ω3818 

Website: www.akdty目匹ovlnz/Attractio田 /Z∞/educatio.h出
Auckland Observatory and Planetarium Trust (09) 625 2394 

Website: www.stardome.org.nz 

New Ze.land National Maritime Museum (Auckl.nd) 

(09) 377 6000 

Website: www.hmu.com/mariti皿e_ffiuseum

Manawatu / Wellington / Wairα 

5cience Centre日 dManawatuMuseum and 

Gallery (06) 358 3552 

Mt Bruce National Wildlife Centre (06) 365 

Environment.l Science Centre (Mast町出n)

Wellington Zoo (04) 389 4577 

Carter Observatory 

Website: www.vuw 

Dowse Art Museum 

Website: 

City Gallery 

New 

Website: www.sci回目-alive.org.nz

Marine Studies Centre， University of Otago (portobello) 
(03) 4795844 

Website: httpω/ / telperion.o回go.ac.nz:800/ marstudies/ 

homepage.h位せ

Dunedin Bo!anic Garden (03) 471 9928 

Dunedin Public Art Gallery (03) 4677466 

Otago Museum (03) 4775993 

Otago 5ettl目'sMuseum(ω) 477 8360 

Lakes District Museum (Arrowtown) (03) 442 1824 

Website: wWw.arrowtown.or呂田

DOC (50uthland)fax (O3) 2179098 

Southland Museum and Art Ga1Iery (03) 218 9753 

Southland YMCA Education Ltd白wercargill)(03) 218 9625 
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会教育施設の主な内訳は，博物館，美術館，科学/

技術館，動植物園，天文台，野外教育施設やその他

の類似施設である.2000年2月に，実地調査のため

に訪問した主な社会教育施設は，次のとおりである.

①LEOTCプログラムを提供している社会教育施設

オークランド:Auckland Museum， Auckland 

Observatory， National Maritime Museum 

ウェリントン:Carter Observatory 

クライストチャーチ:Science Alive 

②その他の社会教育施設

オークランド:Ke11y Tarlton's Underwater 

World 

ウェリントン:Museum of New Zealand， Te 

Papa 

クライストチャーチ:International Antarctic 

Centre 

(2) LEOTCプログラムと学校教育カリキュラム

LEOTCプログラムの目的2川は，初等・中等教

育段階の児童・生徒および教師を対象に，学校外で

の体験学習を支援することである.それは，“The

New Zealand Curriculum Frameωork" 4)に示され

た学校教育カリキユラムを拡大・強化し，その質的

向上を目指すためのものである.プログラムに学校

が参加することによって，通常の教室での授業では

達成できないような方法で，学校教育カリキュラム

を基盤とする学習の質的向上を図る. LEOTCプロ

グラムでは，真の生活の場での直接経験が重視され，

学校教育カリキュラムでの学習が，学習者にとって，

現実感・実感を一層伴うように配慮されている. し

たがって，教育省が，各社会教育施設からのプログ

ラムの申請を採択するかどうかの判断基準のーっと

して，国のカリキュラム (nationalcurriculum 

statements)と各社会教育施設のプログラムの内

容がうまく適合しているかということが重要視され

ている.

国のカリキュラムでは，各学校が，児童・生徒の

生活経験に密着した意味のある真の学習経験を基盤

とするような学校教育カリキュラム・プログラムを

開発することが，要望されている. LEOTCプログ

ラムでは，学校教育を支援するためのリソース教材

開発も副次的なねらいである.学校や地域での学習

経験を補完するために， LEOTCプログラムの役割

が期待されている.

2 科学/技術関連の LEOTCプログラム

(1')学校での科学/技術教育カりキュラムとの関連

LEOTCプログラムは，国のカリキュラムに

示された 7つの基本的な学習領域のすべてを支

援するためのものである. 7つの学習領域とは，

「言語 (Language and Languages) J r数学
(Mathematics) J r科学 (Science)J rテクノロジー
(Technology) J r社会 (SocialSciences) J r芸術
(The Arts)J r保健・体育 (Healthand Physical 
W e11-being ) Jである.

LEOTCプログラムと国のカリキュラムとの関連

性について，ニュージーランド教育研究審議会

(New Zealand Council for Educational 

Research)の報告書5)によれば，調査対象とした

40校の学校が参加した LEOTCプログラムの内容が，

国のカリキュラムに示された学習領域を幅広く包括

するものであり，そのうち，特に， r科学」の学習
領域の内容と関連するプログラムが半数で，最も多

かったことが報告されている.

2000年2月に実地調査で訪問した社会教育施設で

の校外体験学習プログラムを，学校での科学/技術

教育カリキュラム 6)1)との関連を図ったプログラム

の類型という点で，筆者は次の4つに分類した.

類型1: r科学Jrテクノロジー」を含む幅広い
学習領域を横断的に包括するプログラム

類型n:r科学Jrテクノロジー」の学習領域に
限定された様々な内容を包括するプログ

ラム

類型m:r科学Jの学習領域における特定の専門
的内容に重点を置いたプログラム

類型N:その他，野外や施設内での自然や科学，
技術にかかわる直接経験を重視したプロ

グラム

このような校外学習プログラムの類型と， LEOTC 

プログラムの提供の有無という観点から，筆者が社

会教育施設を分類した結果を表2に示す.

概して，博物館では，r科学Jrテクノロジーjだけ
ではなく，その他の学習領域との関連も視野に入れ

たプログラム[類型IJ.科学/技術館では， r科学j
「テクノロジー」を中心とする学習領域との関連を

図ったプログラム[類型n]，天文台や動植物園で
は， r科学」の学習領域における特定内容に重点を
置いたプログラム[類型皿]，その他の野外教育施

設や類似施設では，科学/技術教育カリキュラムの

内容との関連は明確には認められないが，地域や施
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表2 社会教育施設での校外体験学習プログラムの分類

学校での科学厳術教育カリキュラムと関連を図った 実地調査で訪問した社会教育施般の事例

社会教育施股での校外体験学習プログラムの類型 LEO冗プログラムを提供する施設 その他の社会教育施政

類型1: r科学j rテクノロジーJを含む幅広い学習 • Auckland Museum • Museum of New Zealand. Te Papa 

領域を倹断的に包括するプログラム

類型s: r科学j rテクノロジーJの学習領岐に鰻定 'Science A1ive! (該当なし)

された織々な内容を包括するプログラム

類型I1I: r科学jの学習領域における特定の専門的 . Caner Observ事tory (該当なし)

内容に重点を置いたプログラム • Auckland Observatory 

類型IV:その他、野外や施設内での自然や科学、技術に • Nationa1 Maritime Museum 'Intemationa1 Antarctlc Centre 

かかわる直後経験を重視したプログラム

設の特色を生かした，自然や科学，技術にかかわる

直接経験を重視したプログラム[類型N]が，それ

ぞれ提供されているという傾向が一般に認められる.

(2)科学/技術関連の LEOTCプログラムの事例

学校での科学/技術教育カリキュラムとの関連が

明確に示され，上記の類型I・類型E・類型皿に分

類できるような， LEOTCプログラムを提供してい

る社会教育施設とιて，オークランド博物館，サイ
エンス・アライプ科学館 カータ一天文台を取り上

げ，その概要について述べる.なお，これら 3つの

事例は，オークランド，クライストチャーチ，ウェ

リントンの主要都市にある施設のうち，特に，有効

に機能しているという点で，教育省が推薦する科学

/技術関連のLEOTCプログラムを提供している施

設である.

①オークランド博物館の場合

オークランド博物館が提供している LEOTCプロ

グラムの目的8)は，オークランド地区周辺の学校を

対象に，社会や文化に関する知識の獲得と意識の啓

発，ならびに科学，技術，芸術と社会のかかわりに

関する知識の獲得と意識の啓発にある.この目的を

達成するために，教師向けの研修，児童・生徒向け

の教育活動，リソース教材の開発， rトランクの中
の博物館 (Museumin a Trunk)Jと呼ばれる出

張サービスがある.同博物館には，マオリの財宝や

太平洋諸国の民芸品が数多く収集・展示されていて，

二文化併用・多文化併用プログラムを充実するため

の手段として用いられている.

. Kelly Tarlton's Unde開 aterWorld

科学/技術関連の LEOTCプログラムについては，

主に，博物館 2階に位置する「発見センター

(Discoery Centre) Jに， r不思議とすばらしさ
(Weird & Wonderful)J r財宝と伝説 (Treasures
& Tales)Jの2つのコーナーが設置され，児童・

生徒向けの教育プログラムが用意されている.この

うち，中等教育段階の「不思議とすばらしさ」の教

育プログラムに関連する学校教育カリキュラムの

「科学」および「テクノロジーJの学習領域の内
容9)を，表3に示す.

②サイエンス・アライブ科学館の場合

サイエンス・アライプ科学館のLEOTCプログラ

ムの目的川 1;1，.カンタペリー地区周辺の学校を対象

に，直接経験を通して，科学と技術に関する価値観

を高めることである.そのため，質的に高い科学や

技術にふれる直接経験を効率的に提供すること，効

率的で革新的な教育プログラムによ Fって質的に高い

学習の機会を提供すること，好奇心をそそり直接触

れることができるような革新的な展示物や陳列物を

開発・製作することに重点を置いている.同科学館

内には，科学や技術を特徴づける幅広い内容の展示

物や，幼稚園児・小学生向けの科学的な活動が，数

多く用意されている.教育プログラム全般として，

「科学JrテクノロジーJr発見 (5--6歳児向け)J
「地域コミュニティーJr休日」プログラムのほか，
「出張Jプログラムが，実施されている.また，学
校での科学/技術教育を支援するための貸出し用リ

ソース教材が200以上あり，学校の希望により活用

されている.
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表3 オークランド博物館での中等教育段階の LEOTCプログラムに関連する

学校での「科学J・「テクノロジー」の内容

Curriωlum linlu Level 5 

JOWI IIJ I!JI 111#1"ぬM
{，IlTItIJ伽 111e!S
Making Sense of the Living 
World 
Studenすscan: 

2. investigαte and describe 

structur~l ， physiological， and 

behavioural adαptαtions which 

ensure the survival of animαIs and 

flowering plαnts in their 

environment e.g. territoriality， 

social behaviour 

3. inv，回tigatepa'廿ernsin the 

inheritance 0千genetically

controlled characteristics and 

explain the importance of 

variation within a changing 

environment e.g. asexual and 

sexuαI reproduction in plants 

4. inv回 tigateand understand 

trophic and nutrient relationships 

between producers， consumers， 

αnd decomposers 

Making Sense of Planet Ea付h

and Beγond 

Students can: 

112 in海計igateand describe 

proc回 seswhich cトlangethe 

earth's surface over time， at 
localαnd global levels e.g. 

volcanoes， plate tectonics. 

lidlJ，flW IIJ l!Je Kew IlmlJtI 
{，1rrIa伽1ere/S
Context:ゐmmunity，劫me，
School， Recreationa/ 
Main Technological Area: 
Structures and Mechanisms. 
Materia/s， Information and 。'mmunication，Production and 
Process 

Technological Knowledge and 
Understandi噌
Within a range of technological 
areas and contexts， students 
should: 

1~ inv回すigateand discuss the 
relationship between the use and 
operation of technologies 

4. compa陀計rategiesfor the 
communication 0千diffe陀 nttypes 
of technological innovation. 

Technological Capability 
Within a range of technological 
areαs and contexts，計udents
should produce technological 
solutions. They will: 

5. use a range of αppropriate 
techniques to inv討すigateαnd
determine needs， opportunities， 
αnd consumer prefe陀 nces

6. with reference to identi子ied
needs，oppo片山ities，αnd
preferenc回，

c. present and promote designs， 
plans，討rategies，and outcom回，
using appropriate forms of 
communication for their audience 

d. review ~he wαys their chosen 
strαtegies and solutions have 
developed in relation to 
intentions and agreed criteria. 

Technology and Society 
Within a range of technological 
are回 andcontexts，討・udents
should: 
8. investigate and describe the 

present impact， and the possible 
future effects， of some instances 
of rapidly changing technologi回

such as enter寸ainmentand 

education. 



サイエンス・アライプ科学館での初等教育段階のLEOTCプログラムに関連する
学校での「科学J・「テクノロジーJの内容

表4

• Technology Curriculum ・

Inlormolion & 
Food CommunlαJ1ion九fIole品。1$
Technol句Y Techno均y Techno同y
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C側 d
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付
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・
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噌
ぞ
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Y
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h
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表5 カータ一天文台での初等・中等教育段階のLEOTCプログラムに関連する
学校での「科学Jの内容

ASTRONOMY IN THE NATIONAL CURRICULUM 
FRAMEWORK. 

Objectives work under the AIM : 3:・“Studentswill... investigate and 
understand relationships between planet Earth and its solar system， galaxy， 

and the universe; 

Level: 1. Students are asked to share their ideas about objects in space and 
about very noticeable' environmental pa抗ernsassociated with these 0同ects.

Level: 2. Students can use their ideas to investigate m司or0同ectsin our 
solar system and very noticeable environmental pa抗ernsassociated with 
these 0同ects.

Level: 3. Students can locate and use information obtained from spa関
exploration to clarify， challenge， and extend their ideas about the general 
nature and behaviour of the Earth， its moon， and the other planets in our solar 
system. 

Level: 4. (a) Students can use simple technological devices to observe and 
describe our night sky， 

(b) Students can investigate and use models， which explain the 
changing spatial relationships of the Earth， its moon， and the Sun and the way 
d肝erentcultures have used these pa社，ernsto describe and measure time， and 
position. 

Level: 5. (a) Students can use simple technological devices， such as 
telescopes and simple star maps， to observe and describe changing patterns 
in our night sky. 

(b) Students can use simple technological devices， such as 
radio telescopes and satellites， to clarify， challenge， and extend their ideas 
about the general characteristics of some near and far objects. 

Level: 6. Use information from a range of sources， including their own 
observation， to explain spatial relationships of 0同ectsin the night sky and the 
challenge such spatial relationships present to space exploration. 

Level:7. Examine evidence from a variety of detectors to reach 
conclusions about the nature of stars and other celestial objects. 

Level: 8 Research and present a repo吋ona current astronomical event 
or discovery. 
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同科学館が提供する初等教育段階のLEOTCプロ
グラムに関連する学校教育カリキュラムの「科学」

および「テクノロジー」の学習領域の内容川を，表

4に示す.このプログラムの特色は， r科学Jと
「テクノロジーJを横断するようなクロスカリキユ
ラム的な活動，科学的な能力・態度の育成，学校で

の授業と互換性のあるプログラム，発展的な学習を

支援するリソース教材などである.

③カータ一天文台の場合

ヵーター天文台が提供している LEOTCプログ
ラムの目的凶は，ウェリントン周辺地区の学校を対

象に， r科学」の学習領域，特に「地球と宇宙
(Making Sense of Planet Earth an<;l Beyond) J 
の内容のうち，宇宙を中心とした学習を支援し，学

校の授業では達成できないような体験学習プログラ

ムを提供することである.そのため，天文学を専門

とする教育者およひ噺究者が教育職員 (Education
Officers)として配置され，冊子やビデオなどの学
習支援教材の開発，プラネタリウムの上映，事前学

習ガイドの作成などを行っている.

同天文台が提供する初等・中等教育段階のLEOTC
プログラムに関連する学校教育カリキュラムの「科

学」の学習領域の内容13)を，表5に示す.このうち，

中等教育段階のすべての生徒を対象としたLEOTC
プログラムの特色は，プラネタリウム，天文台での

体験学習教室と生徒による事後自由研究，学習支援

教材(授業展開例・自由研究・観測調査を含む)， 

Webサイト (STaRSResource Site)の利用やリ
ソースの提供，宇宙に関する学習指導を中心とした

教員研修，その他必要に応じた無料相談である.

3 LEOTCプログラムのモニタリングと評価

(1)各社会教育施設による LEOTCプログラムの実
績報告

各社会教育施設は， 3ヶ月に一度，年に4回程度，

LEOTCプログラムの進捗状況を，教育省に報告す
ることが，コントラクトの中で，義務づけられてい

る.教育省は，この「里程標 (miIestone)Jと呼ば
れる各社会教育施設の実績報告書をもとに，それぞ

れの進捗状況と成果を評価したうえで，プログラム

の追加予算を配分することになっている.ここでは，

教育省が推薦する科学/技術関連のLEOTCプログ
ラムを提供している 3つの社会教育施設の事例を，

再ひ取り上げることにする.

①オークランド博物館の場合

オークランド博物館における教育プログラムの年

間実績にういて，同博物館の1998/1999年次報告

書川より抜粋したものを，表6に示す.教育サーピ

スの利用面では.学校からの参加者数が， 54，076名
で前年より10%増，また，教育プログラムについて
の参加者の満足度は.99.5%となっている.
子供を対象とした「発見センター」では，学校や

保護者に大変人気の高い科学/技術関連のLEOTC
プログラムを継続して提供しているが，特に，週末

や学校の休暇期間中の参加が多く，のべ130，000名
以上の参加者があった.また 「発見センター」の

子供会員数は， 850名の新規会員に併せて約400名が
更新手続き中となっている.

表6 オークランド博物館における教育プログラム(含LEOTC)の年間実績

-卯0名の『発見セン

ターj子供会員

• 50，∞o名の学校から
の参加者

• 250校の学絞会員

展示やその他のー j.3つの展示への支擾
般教育プログラム l
についての解説や l・4回のワークシヨツ
支援を提供するo I プを実施

'Status 
・130仰名武主ー
{集計が途絶えた期間を

考慮に入れて推定}

・850名の新規会員
相0名が更新手続き中

• 54，076名
99.S%が「満足J
.朱速成

(展示計画の中止と半年

聞のギャラリー閉鎖)

• 3つの常段展示と
3つの臨時展示
・13回のワークショップ

• 10回の総括や実演を卜 40プログラム{講話や
実施 | 実演を含む)
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表7 サイエンス・アライプ科学館における LEOTCプログラムの年間実績

目的 (Objective)

科科学学繊簡内術プにロ対グすラるム興味:・関心を高

めるという教育目標を支援し、子

供が身近な科学厳術に慣れ麗しみ

楽しい直様経験ができる環境を'J
造する.

出張ンプタベログラム:
カ リ一、カンタペリー南部、

西海岸、ネルソン、マールボロ地

区の児童・生徒および教師を対象

に、出張プログラムを提供する.

30.αm 

27.αm 

24，000 

21.似)0

18，α)0 

15，瓜)0

12，飢到。

9，1α)0 

6，αm 
3，α)0 。

合計

行動尺度(performanceMeasure) 

1 タプペログリーラ地ムの区情の学報校を発数信の割した合カン

2 プログラムの情報を発信したカン

タペリー以外の地区およびクライ

ストチャーチ教育大学周辺の学校

数の割合

3 プログラムに事参加したカンタベリ

一地区の学校数とクラス数

4 一プ以ロ外グラムに参加したカンタベリ
の地区およびクライストチ

ャーチ敏育大学周辺の学校数とク

ラス数

5 サイエンス・アライブでのに教開発育プ
ログラムを支援するため し

たリソース敏材の数

6 生徒対象のプログラムの適切性と

有効性について、 『満足j と回答

した生徒・教師の割合

7 コントラクトの規定に従って実施

-評価したプログラムの割合

8 対出張象地プ区ログラムの情報を発信した
の学校数の割合

9 出彊の学プ校ログラムに参加した対象地
区 教とクラス数

10 出張発プしたログラムをス支敏援材すのるために
開 リソー 数

11 生徒対象のプログラムの適切性と

有効性について、 『満足Jと回答
した生徒・教師の割合

12 コントラクトの規定に従って開発

-提供したプログラムの割合

達成目標0・arget)
• 1∞%  (332校}

• 150校

-初等学校 80校

クラス数 437クラス

-中等学校愚少10校

クラス数 50クラス

-初等学校掻少6校

クラス数 15クラス

-中等学校愚少3校

クラス数 10クラス

-展示周キット 2教材

-活動プログラム

用キット 2教材

-鯛査対象教師の95%

. 1∞%  

• 1∞%  (483校}

-初等学校 質量少40校

クラス数 2∞クラス

-中等学校忌少3校

クラス数 30クラス

-事前・事後訪問用

キット 2教材

-調査対象の95%

• 100% 

(1卯9年度}

途成度(progre回)

• 1∞%  

• 1∞%  

• 97校

374クラス数

'25校

75クラス数

'11校

15クラス数
• 2校
2クラス数

• 2教材

.2教材

• 97.5% 

• 100% 

• 100% 

• 113校
552クラス数

• 18校
113クラス数

• 2教材

• 1∞%  

• 100% 

ロ1998年・1999年

『発見J 「科学テクノロジーJ 体厳エリア rtll張J

図1 サイエンス・アライブ科学館におけるLEOTCプログラムの参加生徒数
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表8 カータ一天文台における LEOTCプログラムの年間実績

(1999年度}

逮成度(Progress)

1∞% 

ん一一一
17S夜
35校

325クラス
Z寝有-
4敏材
99% 

側

側

側

側

側

m
m
側

側

側

。

口敏師

・生徒

1996年 1997年 1998年 1999年

図2 カーター天文台における LEOTCプログラムの参加者数

ー. - ・・

そう思う どちらでもない そっは思わない

5 4 3 2 1 

'-:rとα適恢合同しノたJプリキロュグララムムのだ内っ容た.
67% 33% 。 o o 

-プログラムの内容は.わかり

やすく、面白かった.

1)総括 63% 31% 6% o o 
2)プラネタリウム 65% 34% 1% 。 。
3)夜空の天体観測 60% 40% 。 。 。
-参加プログラム全い体ったを通して 78% 22% 。 。 o 
楽しく、うまく

表9 カーター天文台における LEOTCプログラムに対する教師の評価
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なお.1999年.r発見センター:財宝と伝説コー
ナーJに，オークランド保護者センターより教育優
秀賞が授与され，また.r発見センターJの展開な
に科学教育サービスへの貢献が高く評価された

Katrina Stamp (Head Information Service) 

女史に，ニュージーランド学士院より科学/技術青

銅章が授与されている 15)

②サイエンス・アライブ科学館の場合

サイエンス・アライプ科学館における LEOTCプ
ログラムの年間実績と参加生徒数について，同科学

館が教育省へ提出した1999年末報告書川より抜粋し

たものを，表7と図1に示す.プログラムの参加生

徒数は.26，321名で前年より12%増，参加学校数は，

館内プログラムで135校(対象地区の学校総数の28

%に「出張Jプログラムで131校(対象地区の学校
総数の27%)となっている.また.LEOTCプログ
ラムの適切性と有効性についての，参加者の満足度

は，館内プログラムで97.5%，r出張Jプログラム
で100%となっている.

館内プログラムでは.r発見Jr科学Jrテクノロ
ジーJなどの活動エリア・プログラムの参加生徒数
は，前年とほぼ同じ程度であるが，展示などの体験

エリア・プログラムの参加生徒数が，前年より44%

減少しているーこれは，体験エリア・プログラムの

一部が，特定の学年集団の生徒にとってのみ興味を

引く内容であったことや，展示時期が学校の年間計

画に適合しなかったこと，学校教育カリキュラムの

目標や既習内容に適合しなかったことなどが，主な

理由として挙げられている.

「出張Jプログラムの参加生徒数は，全体の約60%
を占める15，346名で，前年より55%増加している.

これは，参加校が，各々の学校教育カリキュラムの

年間計画の中に.r出張Jプログラムを組み入れるよ
うになったことが，主な理由として挙げられている.

③カータ一天文台の場合

カータ一天文台における LEOTCプログラムの年
間実績について，同天文台が教育省へ提出した1999

年末報告書川より抜粋したものを，表8に示す.な

お，参加生徒・教師数については，問天文台が独自

に集計した結果を，図2に示す.プログラムの参加

者総数は.9，123名で前年より 3%増，そのうち，

参加生徒数は.7，852名で前年より 5%増となって

いる.参加学校数は.210校(対象地区の学校総数

の60%)となっている.

LEOTCプログラムの適切性と有効性についての，
参加者の満足度は.99%となっている.なお，同天

文台が，プログラムの100セッションを無作為に抽

出L.それらのセッションに対する教師84名の評価
を独自に集計した結果ωを，表9に示す.これによ

れば，同天文台が提供する LEOTCプログラムが，
学校教育カリキュラムの内容と適合している (100

%にわかりやすくて面白い内容である (94%--100

%).全体を通して楽しくてうまくいった(100%)

と，参加した教師が評価している.

(2)教育省委託による LEOTCプログラムの評価
ここでは，教育省が委託した， LEOTCプログラ
ムの評価に関する 2つの調査報告を取り上げる.

①Juliann (ニュージーランド教育研究審議会)の

調査報告

Juliann (1998)19)による LEOTCプログラムの
評価では，オークランド，ハミルトン，ウェリント

ン，クライストチャーチ， ドゥネデインの主要都市

にある学校 (20校)および郡都市町村にある学校

(20校)を対象とした電話による聴き取り調査と，

オークラン.ド地区にあるLEOTCプログラム提供施
設(10施設)の実績報告書の分析によって，次の

( 1 )( Ii)の2つことを明らかにしている.

(i) rLEOTCプログラムが 学校教育カリキュラ
ムの内容と適合しているかという点で，学校側がど

のように受けとめているか」

LEOTCプログラムが，教師による教室での授業
を補完するという点で，必要不可欠な役割を果たし

ている.教師は，プログラムが直接経験の機会を提

供するという点で，極めて価値があると受けとめて

いる.プログラムは，学校教育カリキュラムとうま

く適合した形で計画されていて，特に.r科学Jr芸
術Jr社会」の学習領域に重点を置いた内容が，多
く見られる.プログラムの提供幅を拡大するには，

「テクノロジーJr数学Jr言語」の学習領域での，
プログラムの数を増やす必要がある.

(11) rどのようなタイプの学校が.LEOTCプログ
ラムに参加しているかJ
社会的経済的状況や地理的立地条件にかかわら

ず，あらゆるタイプの学校の，あらゆる学年段階の

生徒が.LEOTCプログラムに参加している.田舎
にある学校の一部では，プログラムの提供幅を拡

大することや，学年段階の低い子供を対象としたプ

ログラムの数を増やすこと，学校に運んでくる出

張プログラムの数を増やすことなどの，要求があ

る.
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②Jordan & Strathdee (カンタベリ一大学)の調

査報告

J ordan & Strathdee (1999)制による LEOTC

プログラム評価では，カンタペリー，オークランド

南部，北島中部の3地区から102校の学校を対象と

した電話による聴き取り調査と，そのうちの20校を

対象とした学校訪問によって，以下の(1) --(lV)の

4つのことを明らかにしている.

(1) rLEOTCプログラムが，異なる学校の要求に

応じるという点で，どのように有効かj

LEOTCプログラムは，国が示す学校教育カリキュ

ラムの目的を補完するという点で，大変有効である.

プログラムに参加したことのある学校の教師によれ

ば，学校では利用できないような専門的なリソース

教材や専門家にアクセスする機会を増やすという点

でも，有効である.プログラムに参加したことのあ

るすべての学校で，プログラムが生徒の要求に応じ

ている.プログラムに参加したことのある学校の84

%が，プログラムに満足し，参加したことのない学

校の70%が，プログラムを大変価値あるものと感じ

ている.プログラムへの参加の有無にかかわらず，

すべての学校で，参加の障害となる第一の理由が，

費用と距離と時間であると感じている.LEOTCプ

ログラムを提供する社会教育施設は，全国規模で地

理的な拡がりをもって位置しているが，一部地域で

は，施設へのアクセスが全く無い場所がある.距離

と費用を理由に，田舎にあるランクの低い学校ほど，

学校の要求が満たされていない.

(ii) rLEOTCプログラムが，学校にとって，お金

に値するだけの価値があるかj

プログラムに参加したことのある学校の94%，お

よび参加したことのない学校のうち，ランクの低い

学校の85%とランクの高い学校の58%が， LEOTC 

プログラムを，お金に値するだけの価値があると捉

えている.プログラムに参加したことのあるすべて

の学校，および参加したことのない学校の33%で，

将来， LEOTCプログラムを活用する計画がある.

(i1i) r現状を踏まえて，近い将来， LEOTCプログ

ラムを支援するための経費が，どのくらい必要か」

ほとんどの学校で， LEOTCプログラム経費の一

部を，学校や保護者が負担することに同意している

が，その負担金を増やすと，逆に，プログラムへの

参加が減るか，プログラムに参加した分だけ他の教

育活動が減るという結果が，予想される.過去4年

間で， LEOTCプログラム経費が増えつつあること

を鑑みると，教育省他からのプログラム経費の共同

出資額を増やすことが望ましい.特に，プログラム

へのアクセスが困難な，田舎にあるランクの低い学

校に対象を絞って，資金援助を増やすべきである.

(iv) rLEOTCプログラム経費が， どのような方法

で，支払われるべきかJ
ほとんどの学校で，教育省が，競争原理に従って，

LEOTCプログラムを提供する社会教育施設に予算

を配分するという，現行システムの維持・継続を希

望している.

4 学校と社会が連携した科学教育システムに

関するまとめ

ニュージーランドにおける LEOTCプログラムは，

学校と社会が連携した科学教育システムの一事例と

して捉えることができる.そのシステムとしての特

色は，現状を踏まえつつ，以下の①~⑪のように，

まとめることカfできる.

①教育省のコントラクトによる LEOTCプログラム

ニュージーランドでは，教育省がコントラクトを

結んだ社会教育施設によって，学校外での体験学習

プログラム，通称 rLEOTC(Leaming Experiences 

Outside The Classroom)プログラム」が提供され

ている.それらの社会教育施設の主な内訳は，博物

館，美術館，科学/技術館，動植物園，天文台，野

外教育施設やその他の類似施設である.2000年 2月

時点で， LEOTCプログラムを提供する社会教育施

設が57施設，約2，800校の学校が参加している.現

状では， LEOTCプログラムを提供する社会教育施

設は，全国規模で，オークランド地区，マナワツ・

ウェリントン・ワイララパ地区，北島中部地区，南

島地区の4つの地区ごとに，地理的な拡がりをもっ

て分散しているが，一部地域では，施設へのアクセ

スが全く無いところ(例えば， Whangerei)がある.

②LEOTCプログラムの採択基準とその目的

教育省が，各社会教育施設からのLEOTCプログ

ラムの申請を採択するかどうかの判断基準のーっと

して，国のカリキュラムと各社会教育施設のプログ

ラムの内容がうまく適合しているかということが重

要視されている.それは， LEOTCプログラムの目

的が，初等・中等教育段階の児童・生徒および教師

を対象に，学校外での体験学習を支援することにあ

り，“TheNew Zeαland Curriculum Frameωork" 

に示された学校教育カリキュラムを拡大・強化し，

その質的向上を目指すためのものであるという，理

由によるからである.現状では， LEOTCプログラ

ムは，国が示す学校教育カリキュラムの目的を補完
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するという点で，大変有効であると評価されている.

また，プログラムが生徒の要求に応じることができ

ていて，プログラムに満足している学校が84%に及

ぶ.

③ LEOTCプログラムと学校教育カリキュラム

LEOTCプログラムは，国のカリキュラムに示さ

れた7つの基本的な学習領域，即ち.r言語Jr数学」
「科学JrテクノロジーJr社会Jr芸術Jr保健・体
育Jのすべてを支援するためのものである.現状で
は，プログラムが学校教育カリキュラムとうまく適

合した形で計画されているが，特に.r科学Jr芸術」
「社会Jの学習領域に重点を置いた内容が，多く見
られる.プログラムの提供幅を拡大するためには，

「テクノロジーJr数学Jr言語Jの学習領域での，
プログラムの数を増やす必要がある.

④LEOTCプログラムと科学/技術教育カリキュラ

ム

LEOTCプログラムは，学校での科学/技術教育

カリキュラムとの関連を図ったプログラムの類型と

いう点で，次の4つに大別できる.

類型1: r科学Jrテクノロジー」を含む幅広い
学習領域を横断的に包括するプログラム

類型II: r科学JrテクノロジーJの学習領域に
限定された様々な内容を包括するプログ

ラム

類型ITI: r科学Jの学習領域における特定の専門
的内容に重点を置いたプログラム

類型N:その他，野外や施設内での自然や科学，

技術にかかわる直接経験を重視したプロ

グラム

概して，博物館では類型1.科学/技術館では類型
II.天文台や動植物園では類型ITI，その他の野外教

育施設や類似施設では類型Wのプログラムが，それ

ぞれ提供されているという傾向が一般に認められる.

⑤科学/技術関連の LEOTCプログラムの目的

類型Iの事例として，オークランド博物館が提供

する LEOTCプログラムの目的は，社会や文化に関

する知識の獲得と意識の啓発，ならびに科学，技術，

芸術と社会のかかわりに関する知識の獲得と意識の

啓発にある.類型Eの事例として，サイエンス・ア

ライブ科学館が提供するプログラムの目的は，直接

経験を通して，科学と技術に関する価値観を高める

ことにある.類型Eの事例として，カーター天文台

が提供するプログラムの目的は.r科学」の学習領
域，特に「地球と宇宙Jを中心とした学習を支援し，
学校の授業では達成できないような体験学習プログ

ラムを提供することにある.それぞれの施設では，

学校教育カリキュラムの「科学jや「テクノロジーJ
の学習領域の内容との関連が明確に示された，教育

プログラムが用意されている.

⑥科学/技術関連の LEOTCプログラムの方法

LEOTCプログラムの目的を達成するための方法

として，例えば，オークランド博物館では，教師向

けの研修，児童・生徒向けの教育活動，リソース教

材の開発， rトランクの中の博物館」と呼ばれる出
張サービスなど，を実施している.サイエンス・ア

ライプ科学館では，科学や技術にふれる直接経験の

提供，館内プログラムおよび「出張」プログラムに

よる学習機会の提供，直接触れることができるよう

な展示物や陳列物の開発・製作 リソース教材の貸

し出しなど，を実施している.カータ一天文台では，

プラネタリウムの上映，天文台での体験学習教室と

生徒による事後自由研究，学習支援教材の開発・提

供， Webサイトの利用やリソース教材の提供，宇

宙に関する学習指導法を中心とした教員研修，無料

相談など，を実施している.それぞれの施設では，

LEOTCプログラムを担当する教育職員 (educa-

tion officer)が1--3名程度配置されている.

⑦LEOTCプログラムのモニタリング・評価

LEOTGプログラムをモニタリング・評価するシ

ステムとして，各社会教育施設は， 3ヶ月に一度，

年に4回程度，プログラムの進捗状況を，教育省に

報告することが，コントラクトの中で，義務づけら

れている.教育省は， r里程標 (milestone)Jと呼
ばれる各社会教育施設の実績報告書をもとに，それ

ぞれの進捗状況と成果を評価したうえで，プログラ

ムの追加予算を配分している.現状では，教育省が，

競争原理に従って， LEOTCプログラムを提供する

社会教育施設に予算を配分するという.現行システ

ムの維持・継続を，ほとんどの学校が希望している.

LEOTCプログラムを評価するためのもう一つの

システムとして，教育省が，コントラクトによって，

例えば，ニュージーランド教育研究審議会やカンタ

ペリー大学などの教育関係者に，調査を委託すると

いう仕方がある.

⑧科学/技術関連の LEOTCプログラムの実績報告

社会教育施設による LEOTCプログラムの実績報

告(1999年次)の事例として，オークランド博物館

の場合，教育サービスの利用面で，学校からの参加

者数が， 54，076名で前年より10%増，また，プログ

ラムについての参加者の満足度は， 99.5%であるこ，

とが，報告されている.サイエンス・アライブ科学
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館の場合，プログラムの参加生徒数は， 26，321名で

前年より12%増，また，プログラムの適切性と有効

性についての参加者の満足度は，館内プログラムで

97.5%，出張プログラムで100%であることが，報

告されている.カーター天文台の場合，プログラム

の参加者総数は， 9，123名で前年より 3%増，その

うち，参加生徒数は.7，852名で前年より 5%増，

また，プログラムの適切性と有効性についての参加

者の満足度は， 99%であることが，報告されている.

⑨LEOTCプログラムと学校参加

LEOTCプログラムと参加する学校の関係につい

て，基本的には，各学校の自主的参加となっている

が，例えば，サイエンス・アライブ科学館における

出張プログラムのように，参加校が，各々の学校教

育カリキュラムの年間計画の中に， LEOTCプログ

ラムを組み入れている場合がある.現状では，社会

的経済的状況や地理的立地条件にかかわらず，あら

ゆるタイプの学校の，あらゆる学年段階の生徒が，

プログラムに参加している.例えば，カータ一天文

台の場合，ウェリントン周辺地区の学校総数の60%

を占める210校の学校が，プログラムに参加してい

る.また，プログラムへの参加費用については，ほ

とんどの学校が，お金に値するだけの価値があると

捉え，その経費の一部を，学校や保護者が負担する

ことに同意している.しかし LEOTCプログラム

経費として，各学校の負担金を増やすと，逆に，プ

ログラムへの参加が減るか，プログラムに参加した

分だけ他の教育活動が減るという結果が，予想され

る.

⑩LEOTCプログラムへのアクセス

LEOTCプログラムへのアクセスの問題として，

参加の障害となる第一の理由が，費用と距離と時間

である.現状では， LEOTCプログラム提供施設へ

のアクセスが全く無い一部地域がある.距離と費用

を理由に，田舎にある学校ほど，学校の要求が満た

されておらず，プログラムの提供幅を拡大すること

や，学年段階の低い子供を対象としたプログラムの

数を増やすこと，学校に運んでくる出張プログラム

の数を増やすことなどの，要求がある.このような

アクセスの問題を大きく抱える学校に対象を絞って，

プログラム資金の援助を増やす必要がある.

⑪非登録施設で、の校外体験学習プログラム

なお，教育省がコントラクトを結んでいない社会

教育施設においても，学校外での体験学習プログラ

ムは提供されている.例えば，ニュージーランド博

物館では，学校教育カリキュラムの「科学Jrテク

ノロジーJの学習領域だけではなく，その他の学習
領域との関連も視野に入れたプログラム[類型 1] 

を，自主的に提供している.国際南極センターやケ

リータールトン・アンダーウォーター・ワールド海

洋博物館では，科学/技術教育カリキュラムの内容

との関連は明確には認められないが，地域や施設の

特色を生かした，自然や科学技術にかかわる直接

経験を重視したプログラム[類型N]をr 提供して
いる.
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脚注

1)本文中の rLEOTCJという用語は，"Learniηg Experi-

ences Outside The Classroom"のそれぞれの単語の頭文字

を取った略語で，ニュージーランドにおいて教育省がコント

ラクトを結んだ社会教育施設での校外体験学習を意味する通

称である.その他の校外体験学習一般と区別するために，原

語の表記のまま使用することにする.

2 )本文中の「技術jと「テクノロジーJという用語は，とも
に“technology"を原語とする訳露であるが， rテクノロジーJ

を，“TheNew Zealand Curriculum Framework"に示さ

れた学習領域およびそれに関連したLEOTCプログラムの名
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称に限定して，括弧付きの用語として使用することにし，そ

の他の技術一般を意味する用語としての「技術」と区別する.
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